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Ｍ
Ｂ
Ａ

多
彩
な
ケ
ー
ス
を
使
い

経
営
者
と
し
て
の
目
を
養
う

Master of Business Administration

　

Ｍ
Ｂ
Ａ
は
米
国
で
生
ま
れ
た
学
位
で
あ

る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
や
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大
学
を
は
じ
め
と
す
る
名
門
校
は
、
多
く
の

優
秀
な
Ｍ
Ｂ
Ａ
ホ
ル
ダ
ー
を
世
界
中
に
輩

出
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
の
チ
ケ
ッ
ト

と
し
て
日
本
で
も
話
題
を
集
め
、
今
で
は

す
っ
か
り
認
知
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
あ
く

ま
で
も
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
は
学
位
の
一
つ
で
あ
り
、

弁
護
士
免
許
や
医
師
免
許
と
い
っ
た
国
家
資

格
と
は
異
な
る
。
Ｍ
Ｂ
Ａ
ホ
ル
ダ
ー
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
高
待
遇
が
保
証
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
い
の
だ
。

　

で
は
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
取
得
を
目
指
す
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
と
は
何
か

―
―
。
そ
れ
は
、
企
業
経
営
を
左
右
す
る
新

し
い
情
報
や
知
識
を
、常
に
貪
欲
に
吸
収
し
、

現
状
の
問
題
点
を
発
見
、
分
析
し
、
解
決
す

る“
実
践
力
”の
習
得
だ
。

　

そ
の
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
多
く

は
、
実
践
力
重
視
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
講

義
手
法
を
用
意
し
て
い
る
。
特
に
有
名
な
の

が
、
ハ
ー
バ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
が
開

発
し
た「
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
」だ
。
こ
れ
は
、

実
際
の
企
業
経
営
の
実
態
を
基
に
作
成
さ
れ

た
ケ
ー
ス
教
材
を
中
心
と
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
形
式
の
講
義
の
こ
と
。
そ
し
て
、
日

本
で
こ
の
手
法
の
有
用
性
に
真
っ
先
に
気
付

き
、
導
入
し
た
の
が
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学

院
経
営
管
理
研
究
科（
慶
應
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス

ク
ー
ル
）で
あ
る
。

ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
を
貫
く
慶
應

　

慶
應
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
は
、
日
本
で

最
も
歴
史
の
古
い
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
と
言

え
る
。
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
歴
史

は
、
高
度
経
済
成
長
期
初
期
の
１
９
５
６
年

の「
第
１
回
慶
應
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
高
等

経
営
学
講
座
」の
開
講
で
幕
を
開
け
た
。
以

来
、
慶
應
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
で
は
、
日

本
企
業
の
み
な
ら
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
を

ケ
ー
ス
教
材
と
し
、
独
自
の
改
良
を
重
ね
つ

つ
、「
会
計
管
理
」「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
組

織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
財
務
管
理
」な
ど
企
業

経
営
に
求
め
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
つ
い

て
、
基
礎
科
目
か
ら
専
門
科
目
ま
で
徹
底
し

て
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
に
よ
る
授
業
を
貫
い
て

い
る
。

　
「
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
を
導
入
し
た
最
大
の

理
由
は
福
澤
諭
吉
の“
実
学
の
精
神
”に
合
致

し
て
い
た
か
ら
。
実
学
と
は
す
な
わ
ち“
実

践
”の
役
に
立
つ
学
問
の
こ
と
。
企
業
経
営

と
い
う
分
野
で
実
学
を
実
現
す
る
に
は
、

ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
が
極
め
て
有
用
な
こ
と
を
、

慶
應
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
の
創
設
者
は
強

く
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
」

　

ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
の
開
発
や
普
及
を
担
当

す
る
髙
木
晴
夫
教
授
は
こ
う
語
る
。

　

知
識
に
は
大
き
く
分
け
て
、
理
論
知
識
と

実
践
知
識
が
あ
る
。
囲
碁
に
例
え
る
と
、
理

論
知
識
は
定
石
で
あ
り
、
実
践
知
識
は
、
対

局
と
い
う
実
践
を
通
し
て
得
た
知
識
と
言
え

よ
う
。
い
く
ら
定
石
を
知
っ
て
い
た
と
し
て

も
、
実
際
に
対
局
し
て
み
る
と
、
そ
の
動
き

は
複
雑
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
、
決
し
て
定

石
通
り
に
行
く
も
の
で
は
な
い
。
無
論
、
定

石
を
知
ら
ず
し
て
勝
負
に
勝
つ
こ
と
は
で
き

な
い
。

　
「
つ
ま
り
、
企
業
経
営
に
関
し
て
も
理
論

と
実
践
の
両
方
の
知
識
を
習
得
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
が
、
ま

さ
に
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
な
の
で
す
」と
髙
木

教
授
。

　

ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
で
は
、（
１
）事
前
個
人

研
究
、（
２
）グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

（
３
）ク
ラ
ス
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
３

段
階
で
講
義
が
進
め
ら
れ
る
。

　
（
１
）事
前
個
人
研
究
と
は
予
習
の
こ
と
。

学
生
が
事
前
に
渡
さ
れ
る
ケ
ー
ス
教
材
を
読

み
、
経
営
者
や
管
理
者
と
い
っ
た
当
事
者
の

立
場
に
立
っ
て
、
ケ
ー
ス
を
分
析
・
意
思
決

定
す
る
。
ケ
ー
ス
教
材
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
設

問
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
設
問
を
考
え
る
こ

と
で
、
主
要
な
問
題
を
明
確
化
で
き
る
。
そ

の
う
え
で
、
自
身
の
意
思
決
定
案
を
作
成
す

る
。（
２
）グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
講
義
の
最
初
の
90
分
間
を
使
っ
て
、
９

〜
10
人
の
グ
ル
ー
プ
で
、
事
前
個
人
研
究
の

成
果
を
議
論
し
あ
う
。
こ
こ
で
、
グ
ル
ー
プ

の
メ
ン
バ
ー
の
発
表
内
容
を
聞
き
、
議
論
を

重
ね
な
が
ら
、
作
成
し
て
き
た
自
身
の
意
思

決
定
案
を
再
検
討
す
る
。
最
後
に
次
の
90
分

間
を
使
っ
て
、（
３
）ク
ラ
ス
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
う
。
こ
れ
は
受
講
生
全
員
が
ク

ラ
ス
に
集
ま
り
、
教
員
指
導
の
下
、
さ
ら
に

討
議
を
重
ね
る
と
い
う
も
の
。
こ
れ
ら
を
繰

り
返
し
、
学
生
は
意
思
決
定
力
や
論
理
的
思

考
能
力
、
実
行
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
滋

養
し
て
い
く
。

　
「
広
い
意
味
で
言
っ
て
、
人
は
基
本
的
に

体
験
か
ら
し
か“
学
び
”を
形
成
で
き
ま
せ

ん
。
よ
り
多
く
の
学
び
を
得
る
た
め
に
は
、

よ
り
多
く
の
体
験
を
重
ね
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
は
一
方
的
に
講

義
を
受
け
る
座
学
と
は
異
な
り
、
学
生
同

士
が
優
れ
た
ケ
ー
ス
教
材
を
ベ
ー
ス
に
激

し
く
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
る
と
い

う
点
で
、
経
営
に
関
す
る
質
の
良
い
体
験

が
で
き
る
手
法
な
の
で
す
」（
髙
木
教
授
）

２
年
間
で
7
０
０
の
ケ
ー
ス
を
読
む

　

慶
應
ビ
ジ
ネ
ス・
ス
ク
ー
ル
で
、
準
備
さ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
教
材
は
常
時
３
０
０
０
本
以

上
。そ
し
て
、学
生
が
修
士
課
程
の
２
年
間
で

取
り
組
む
ケ
ー
ス
教
材
は
5
０
０
〜
7
０
０

本
に
及
ぶ
。ケ
ー
ス
教
材
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
、

15
〜
30
ペ
ー
ジ
前
後
。
こ
れ
に
数
ペ
ー
ジ
の

付
属
資
料
が
添
付
さ
れ
る
。
ケ
ー
ス
教
材
に

は
、
現
実
の
問
題
状
況
が
示
さ
れ
て
お
り
、

「
こ
の
経
営
方
針
は
危
険
だ
」「
こ
の
判
断
は

一
見
、
正
し
そ
う
に
も
見
え
る
が
、
何
か
個

人
的
な
思
惑
を
は
ら
ん
で
い
る
の
で
は
な
い

か
」と
い
っ
た
読
後
感
を
与
え
る
。

　

こ
う
し
て
学
生
は
ケ
ー
ス
教
材
を
毎
日
２

本
程
度
の
ペ
ー
ス
で
読
み
こ
ん
で
い
く
。
事

前
個
人
研
究
に
か
け
る
時
間
は
ケ
ー
ス
教
材

１
本
当
た
り
３
時
間
程
度
。
そ
の
た
め
学
生

は
、
一
日
約
６
時
間
を
事
前
個
人
研
究
に
費

や
す
こ
と
と
な
る
。

　

こ
こ
数
年
の
ケ
ー
ス
教
材
の
具
体
例
と
し

て
は
、『
聖
路
加
国
際
病
院
―
地
下
鉄
サ
リ

ン
事
件
へ
の
対
応
―
』や『（
株
）ラ
イ
ブ
ド

ア
―
２
０
０
５
年
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
株
買
収

―
』
な
ど
。
聖
路
加
国
際
病
院
に
関
す
る

ケ
ー
ス
教
材
は
、
１
９
９
５
年
の
地
下
鉄
サ

リ
ン
事
件
を
題
材
に
し
た
も
の
。
話
題
と
し

て
は
少
し
古
く
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
企
業
に
と
っ
て
の
リ
ス
ク
管
理
と
い
う

普
遍
的
な
テ
ー
マ
を
内
包
し
て
お
り
、
ケ
ー

ス
教
材
と
し
て
は
今
で
も
十
分
役
立
つ
内
容

慶應ビジネス・スクールのケース教材
の一部。『聖路加国際病院―地下鉄
サリン事件への対応―』や『（株）ライ
ブドア―２００５年ニッポン放送株買収
―』『トヨタはどうやってレクサスを創っ
たのか―プレミアム車開発とブランド・
マーケティングの組織横展開―』など、
ケース教材は常時30００本以上を用
意。学生は２年間で5００〜7００本の
ケースに取り組む
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だ
と
い
う
。
ま
た
ラ
イ
ブ
ド
ア
の
株
買
収
に

関
し
て
も
Ｍ
＆
Ａ（
企
業
の
合
併
・
買
収
）と

い
う
点
で
示
唆
に
富
む
。

　

こ
の
よ
う
に
ケ
ー
ス
教
材
は
必
要
に
応
じ

て
作
成
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
常
に
新
し
い

教
材
を
用
意
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま

た
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
や
組
織
論
な
ど
異

な
る
科
目
で
、
同
じ
ケ
ー
ス
教
材
が
使
わ
れ

る
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
は
、「
ケ
ー
ス
教
材

は
実
際
に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
取
り
出
し
て

き
て
、
一
種
の
読
み
物
と
し
て
書
い
て
い
る

の
で
、
企
業
経
営
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
要
素

が
詰
ま
っ
て
い
る
か
ら
」（
髙
木
教
授
）だ
。

　

修
士
２
年
の
世
良
田
亮
子
さ
ん
も
８
年
間

の
社
会
人
経
験
を
経
て
、
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド

に
魅
力
を
感
じ
、
慶
應
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー

ル
を
選
ん
だ
一
人
だ
。

　
「
前
職
の
Ｉ
Ｔ
企
業
で
は
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
て
い
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で

決
断
を
迫
ら
れ
た
と
き
、
少
な
い
引
き
出
し

の
中
か
ら
選
び
決
断
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
危
惧
を
抱
い
て
い
た
の
で
す
。
そ

こ
で
、
視
野
を
広
げ
る
と
同
時
に
実
践
力
を

身
に
付
け
た
い
と
考
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
の
入
学
を
検
討
。
自
分
の
ニ
ー
ズ
に
最
も

適
し
て
い
た
の
が
、
ほ
と
ん
ど
の
科
目
を

ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
で
行
っ
て
い
る
慶
應
ビ
ジ

ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
で
し
た
」

　

実
際
に
講
義
を
受
け
、
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド

の
有
用
性
を
実
感
し
た
世
良
田
さ
ん
は
、
学

部
生
に
も
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
を
提
供
し
た
い

と
考
え
て
い
る
そ
う
だ
。
現
在
で
は
、
学
部

生
向
け
の
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
に
よ
る
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
イ
デ
ア

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
慶
應
ビ
ジ
ネ

ス
・
ス
ク
ー
ル
修
了
後
は
起
業
し
、
開
発
し
た

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
て
学
生
へ
の
教
育
を

展
開
す
る
会
社
を
設
立
し
た
い
と
語
っ
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
個
性
豊
か

　

多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
が
実
践
力
や

現
場
体
験
を
実
感
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

導
入
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
名
古
屋
商
科
大
学
大
学
院
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
究
科
で
は
、
慶
應
ビ
ジ
ネ
ス
・

ス
ク
ー
ル
と
同
様
に
、す
べ
て
の
講
義
に
ケ
ー

ス
メ
ソ
ッ
ド
を
導
入
し
て
い
る
。
ユ
ニ
ー
ク

な
の
は「
ケ
ー
ス
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」を
通
し
て

学
生
が
書
き
上
げ
た
ケ
ー
ス
教
材
を
使
っ
て

い
る
点
だ
。
ケ
ー
ス
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
は
修

了
時
の
特
定
課
題
研
究
と
し
て
学
生
が
、
自

分
が
所
属
し
て
い
る
会
社
の
課
題
を
テ
ー
マ

に
ケ
ー
ス
教
材
を
書
き
上
げ
る
講
義
。
各
人

が
意
思
決
定
課
題
を
、
経
営
者
の
視
点
に

立
っ
て
記
述
し
て
い
く
。
そ
の
中
か
ら
優
秀

な
も
の
を
翌
年
以
降
、
後
輩
の
ケ
ー
ス
教
材

と
し
て
使
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
輩
が
書

き
上
げ
た
最
新
の
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ー
ス
で
翌

年
、
後
輩
が
育
っ
て
い
く
と
い
う
わ
け
だ
。

　

一
方
、
１
９
８
９
年
開
設
と
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
と

し
て
は
比
較
的
古
い
歴
史
を
持
つ
神
戸
大
学

大
学
院
経
営
学
研
究
科
が
、
開
設
当
初
か
ら

採
用
し
て
い
る
の
が
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方

式
」だ
。
こ
れ
は
経
営
に
関
す
る
課
題
を
設

定
し
、
企
業
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
基
に
、

普
遍
的
な
原
理
・
原
則
を
導
き
出
そ
う
と
い

う
も
の
。

　

学
生
は
半
年
単
位
で「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

習
」「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
」「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

演
習（
現
代
経
営
学
演
習
）」の
順
で
履
修
し

て
い
く
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
習
で
は
、
例
え

ば
、「
競
争
優
位
の
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
」な
ど
教
員

か
ら
出
さ
れ
た
課
題
に
対
し
、
学
生
同
士
の

チ
ー
ム
で
議
論
し
た
り
企
業
訪
問
し
た
り
し

な
が
ら
、
解
を
見
つ
け
て
い
く
。
次
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
研
究
で
は
、
ゼ
ミ
に
所
属
し
、
教

員
に
よ
る
指
導
の
下
、
個
人
ま
た
は
チ
ー
ム

単
位
で
、
課
題
を
主
体
的
に
考
え
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
。
さ
ら
に
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
演
習
で
は
、
修
士
論
文
の
作
成
に
向
け

研
究
に
取
り
掛
か
る
。

　

ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
が
ケ
ー
ス
教
材
を
使
っ

た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
経
営
の
現

場
を
擬
似
体
験
す
る
の
に
対
し
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
方
式
は
単
な
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

と
ど
ま
ら
ず
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
通
し
て

経
営
の
現
場
に
足
を
踏
み
入
れ
、
現
場
に
お

け
る
綿
密
な
情
報
分
析
を
行
っ
て
い
る
の
が

特
徴
だ
。

　

一
方
、
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
の
企
業
経
営
が

疑
似
体
験
で
き
る
青
山
学
院
大
学
大
学
院
国

際
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
の「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・

ゲ
ー
ム
」や
、
実
際
に
中
国
の
企
業
な
ど
を
訪

問
す
る
亜
細
亜
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
・
国
際

経
営
戦
略
研
究
科
の「
中
国
現
地
研
修
」な
ど

グ
ロ
ー
バ
ル
を
意
識
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
増

え
て
い
る
。

世良田亮子さん　
慶應義塾大学大学院経営管理研究科２年 

「ケースメソッドによる授業はディスカッションがベー
ス。自分の意見をクラスの皆の前で発現することと
皆の意見に耳を傾けることが大切です。それにより
論理的な思考力と実践力、意思決定力、コミュニ
ケーション能力が養われていくと実感します」

ビジネススクールの目玉講義
グループワーク…4～6人くらいのチームで、役割を決めて課題に取り組む

フィールド調査…企業など外部を対象にしたフィールド・リサーチ

プレゼンテーション…リポートを教員や関係者の前でプレゼンテーション

修士論文…修士論文と同等の扱い

外部評価…発表時に、企業経営者、コンサルタントなど外部評価者の参加あり

ビジネスプラン…オリジナルのビジネスプランの策定

グローバル…海外の大学との交流、海外企業など関係機関への調査

英語力…講義や配布資料で英語を採用

一橋大学大学院
商学研究科経営学修士コース
海外研修プログラム

「金融プログラム」では、みずほ証券寄附講
義資金のサポートをうけ2007年度から、「ホ
スピタリティ・マネジメントプログラム」では東
日本旅客鉄道株式会社・株式会社ジェイ
ティービー寄附講義資金のサポートを受け
2009年度から実施している。それぞれ、国
際的に活躍できる金融機関経営者、ツーリ
ズム産業・ホスピタリティ産業をリードする経
営者の育成を目指すプログラムの一環とし
て、現地企業の視察などで構成された海外
研修プログラムを実施している。

青山学院大学大学院
国際マネジメント研究科
マネジメント・ゲーム

亜細亜大学大学院
アジア・国際経営戦略研究科
中国現地研修

2006年開設の同研究科では、アジア・中
国地域でビジネス展開ができる、マネジメン
ト能力を持った戦略的人材の育成を目指し
ている。現実的な課題を見極めるための特
徴的な講義が中国・上海で行われるフィー
ルド研究だ。これは演習科目の一環として
実施される。受講生は中国・上海に拠点を
置く日系企業や中国ベンチャー企業を訪問、
中国現地での調査・研究を行う。企業トッ
プによる特別講義も実施。日本にいては気
付かないことを肌で学ぶことができる。

マネジメント・ゲームとは米国カーネギーメロ
ン大学が開発したシミュレーションプログラム
で、グローバル規模の企業経営を疑似体験
できる。5人1組で1チームとなり、仮想の
会社を設立。経営内容や業績を、米国や
中国、チリ、ウクライナなど数10のチームが
競い合う。青山学院大学では、このプログラ
ムに1992年から参加し、2年次に履修期間
を設けている。4月にチーム編成後、6月〜
7月に3回の取締役会が開催される。そこで
ビジネスプランについて、社外取締役の承
認を得ることがゲームを進める条件となる。

神戸大学大学院 経営学研究科
社会人MBAプログラム

筑波大学大学院 ビジネス科学研究科
経営システム科学専攻
ビジネスモデリング

マーケティングや経営戦略などのMBA科目
だけでなく、オペレーションズ・マネジメント
や情報技術などの教育も充実させ、ビジネ
ス課題の解決に必要な総合的知力の育成
を目指している。同専攻の特徴を生かしたカ
リキュラムが「ビジネスモデリング」である。こ
れは、「ビジネスゲーム」を単にプレーするの
ではなく、学生自らがシナリオを作り、それを
基にオリジナルのビジネスゲームを構築する
というもの。これを通じて、企業経営、経
営現象のより深い理解を目指す。

法政大学大学院 イノベーション・マネジメント研究科
イノベーション・マネジメント専攻
プロジェクト・メソッド

ビジネスの現場で求められる課題や新規事
業に対し、革新的な構想を構築し推進でき
る能力の養成を目的とする。机上の空論
ではなく現実のビジネス課題を解決するため
に、学生は各自でプロジェクトを設定し、イ
ノベーティブなプラン・戦略・手法などを策定、
遂行する。複数教員からの指導と活発な学
生間の議論が一体となって、2回の中間報
告と最終成果発表会を行い、約１年かけて
作成する「プロジェクト報告書」が修士論文と
して評価されるのも大きな特徴だ。

プロジェクト方式

経営に関する課題を設定し、企業のフィール
ド調査をもとに普遍的な原理・原則を導き
出すのが狙い。学生は１年次の前期に「ケー
スプロジェクト研究」、1年次後期に「テーマ
プロジェクト研究」、1年次後期・2年次前
期に「現代経営学演習」を履修する。まず、
ケースプロジェクト研究では教員から出された
課題に対し、チームで研究する企業を選ぶ。
企業訪問などの調査を通じ、理論を構築す
る。次のテーマプロジェクト研究と現代経営
学演習では研究活動を進め、修士論文にま
とめ上げる。
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プレゼンテーション

修士論文
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グローバル
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